
TI-FRIS事業概要紹介

TI-FRISプログラムマネージャー
東北大学学際科学フロンティア研究所所長
早瀬 敏幸

TI-FRIS事業説明会

2026年3月23日



文部科学省科学技術人材育成費補助事業

「世界で活躍できる研究者戦略育成事業」 2

我が国の研究生産性の向上を図るため、国内の研究者育成の優良事例に海外の先進事例の知見を取り入れ、

世界トップクラスの研究者育成に向けたプログラムを開発し、世界のトップジャーナルへの論文掲載や海
外の研究費獲得等に向けた支援体制など、研究室単位ではなく組織的な研究者育成システムを構築し、優
れた研究者の戦略的育成を推進する大学・研究機関を支援する。



TI-FRIS 3

学際融合グローバル研究者育成
東北イニシアティブ

（略称：学際融合東北拠点）

Tohoku Initiative for Fostering Global 
Researchers for Interdisciplinary Sciences

(TI-FRIS) 



TI-FRISの特長 4

東北地域
７大学の強み
ダイバーシティ

挑戦的
創造の場

・資源・リサイクル
・少子高齢化
・超高密度磁気記録

・自然環境と食
・被ばく医療

・農工連携
・獣医学
・防災街づくり

・材料科学
・スピントロニクス
・未来型医療
・災害科学

・有機エレクトロニクス
・ソフトマテリアル
・分子疫学
・ナスカ研究所

・震災原発廃炉
・社会学

・教育学

Univ of British Columbia（カナダ）
Univ. of Geneva (スイス)

国立天文台水沢VLBI観測所

Univ. of Otago（ニュージーランド）
世界保健機関（WHO）

Bristol University（UK）

福島県立医科大学

Stanford Univ.（米国）

国立長寿医療研究センター

Simon Fraser Univ.（カナダ）
Johns Hopkins Univ.（米国）

富士電機株式会社
インタープロテイン株式会社

弘前大学

岩手大学

秋田大学

山形大学

東北大学

福島大学

宮城教育大学
株式会社村田製作所

石油資源開発株式会社

三菱ケミカル株式会社

株式会社リンナイ



目指す研究者像 5

学際性

社会性

国際性

異分野の研究者と
学際研究を展開できる力

世界の研究者と切磋琢磨して
研究を推進できる力

社会と連携して
研究成果を社会に活かせる力



事業方針 6

国際性 社会性

学際性

ジェンダー
研究分野

文化

多様性・公平性・包括性
DEIの尊重

TI-FRISの若手人材育成の鍵は「多様な交流」

異文化を知り

視野を広げる

異分野を知り

視野を広げる

異なるステークホルダー

を知り視野を広げる



プログラムの概要 7

学際性 国際性 社会性

トランスファラブルスキル修得プログラム（ハイブリッド開催/アーカイブ化）

共通プログラム

⚫ Hub Meeting（毎月）

⚫ Retreat（年1回）
⚫学際融合研究支援

⚫スタートアップ支援

⚫国際共同研究支援（1月/5年間）
⚫研究成果発表支援
⚫セミナー開催支援

⚫産学共同研究サポート

⚫社会実装サポート
⚫産学共同研究・社会実装支援

⚫ 研究設備共用ネットワーク
⚫ TI-FRISシンポジウム

⚫ 学際研究講座 ⚫ トップ研究者講座
⚫ 学術インパクト講座

⚫ 社会インパクト講座
⚫ 産業界R&D・社会実装講座

学際研究者交流プログラム 研究社会実装プログラム国際共同研究プログラム



本プログラムにより身につく能力

育成
年度

学際性 国際性 社会性

TI-FRIS
シニア
フェロー

6年度
～

10年度

学際研究者コミュニティーの
リーダー

国際共同研究プロジェクトの
リーダー

研究成果の社会実装プロジェク
トのリーダー

TI-FRIS
フェロー

5年度 学際共同研究の成果 新規国際共同研究を実施
企業や社会課題のステークホル
ダーとの共同研究の成果

4年度
異分野の育成対象研究者との学
際共同研究を実施

海外の研究グラントを取得
企業や社会課題のステークホル
ダーとの共同研究を実施

3年度
異分野の育成対象研究者との学
際共同研究を企画

海外連携機関との国際共同研究
の成果

企業や社会課題のステークホル
ダーとの共同研究を企画

2年度
異分野の育成対象研究者とのコ
ミュニケーション

海外連携機関との国際共同研究
を実施

企業の非研究者や社会課題のス
テークホルダーとのコミュニ
ケーション

1年度
学際性の重要性を理解
（トランスファラブルスキル）

学術的インパクトのスキル修得
（トランスファラブルスキル）
海外連携機関との国際共同研究
を実施

社会的インパクトの重要性を理
解（トランスファラブルスキ
ル）

8



TI-FRISフェロー募集・選考

審査の観点
⚫ 参画大学に所属する原則博士取得10年以内かつ40歳未満の研究者。

⚫ 国内メンターと国際メンターの支援により独立した研究環境で研究活動が可能
な研究者であること。

⚫ 専門分野において卓越した研究能力と研究実績を有する研究者であること。

⚫ 積極的な異分野研究者交流により学際研究を推進して新研究分野を開拓する意
欲があること。

⚫ 国際共同研究を実施する意欲があり、速やかに開始できること。

⚫ 多様なステークホルダーとの交流により研究成果の社会実装・社会活用を実現
する意欲があること。

採用実績（採用者数/予備選考通過者数）

⚫ 令和7年度：5名採用 /14名

⚫ 令和6年度：6名採用 /22名

⚫ 令和5年度：5名採用 /15名

⚫ 令和4年度：5名採用 /12名

⚫ 令和3年度：6名採用 /14名

⚫ 令和2年度：15名採用 /24名

令和8年度フェロー募集
⚫ 5名程度
物質材料・エネルギー、生命・環境、情
報・システム、デバイス・テクノロジー、
人間・社会、先端基礎科学の6領域

※人文社会系から積極的な応募を期待する

9



TI-FRISフェロー在籍状況（2026/2現在） 10
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モニタリング 11

〇モニタリング

(A) 事業の実施状況および育成対象者の活動状況

(B) 育成対象者の研究成果

(C) 事業の有効性

(D) 目標の達成状況

破線：採用時を研究キャリア10年目と仮定した場合の当初予測

国際性、学際性、社会性に関するスキル、研究活動、研究実績の向上



ダブルメンター制度

国内メンター、国際メンターへのお願い

（国内メンター）TI-FRISでは、育成対象者の安定的、自立的かつ国際的な研究環境を確保し支援するた
め、育成対象者の所属機関のシニア教員に国内メンターヘの就任をお願いしております。

（国際メンター ）TI-FRISでは、育成対象者の国際的な研究環境を確保し支援するため、育成対象者の国
際共同研究機関のシニア教員に国際メンターヘの就任をお願いしております。

メンターとは、良き指導者、良き理解者、良き支援者の意であり、皆様におかれましては、そのような立

場から、以下の業務をお願いしたく、何卒よろしくお願い申し上げます。

1. 育成対象者への助言と支援に関する業務

（国内メンター）研究活動の推進に必要な支援につきましては、独立した研究環境の提供をお願いいたし

ます。独立した研究環境の考え方は大学や部局により幅がありますが、少なくとも研究スペースの確保と
本人の研究費を自ら執行できる環境の確保をお願いいたします。研究·教育活動の推進に必要な助言につき
ましては、必要に応じてアドバイスをお願いいたします。

（国際メンター）研究活動の推進に必要な支援につきましては、国際共同研究の研究環境の提供をお願い
いたします。研究活動の推進に必要な助言につきましては、必要に応じてアドバイスをお願いいたします。

2. モニタリングに関する業務

本事業の有効性のモニタリングのためのメンターによる育成対象者の評価アンケートにご協力をお願いい
たします。
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令和8年度スケジュール（フェロー関係）
2026.3.23

13

イベント 支援プログラム モニタリング

R08
4月

Hub Meeting 59

5月
Hub Meeting 60

6月
Hub Meeting 61 第7期フェロー採用時モニタリングアンケー

ト・メンターアンケート

7月

Hub Meeting 62
第7期フェロー説明会・交流会（TBD）
社会インパクト講座・WS（TBD）
TI-FRIS/FRIS Retreat（7/23.24）

フェロー・PM・コーディネーター面談（7/DD-
DD）

8月

9月
Hub Meeting 63

10月

Hub Meeting 64

11月
Hub Meeting 65
産業界R&D・社会実装講座 7（TBD）

R09各種支援募集

12月
Hub Meeting 66

R08
1月

Hub Meeting 67 R09各種支援採択課題決定 R08研究業績収集

2月
Hub Meeting 68
シンポジウム（2/15.16）（トップ研究者講座、
学際研究講座）

3月
Hub Meeting 69 R08各種支援実施報告書提出 R08活動に対するモニタリングアンケート・メ

ンターアンケート

4月



TI-FRIS/FRIS Hub Meeting 14

多様なテーマの研究発表

⚫ 自分の分野の何が面白いのか

⚫ 自分の分野の研究方法とは

⚫ 自分の分野内だけで解けそうに
ない問題の紹介

異分野研究者

参加者
⚫ Hub Meetingメンバー：TI-FRISフェ
ロー、学際研教員（約60名）

⚫ オブザーバー：TI-FRIS参画大学教職
員・学生、TI-FRIS関係者、他拠点フェ
ロー、科学記者（約20名）

2024～ 英語での発表
参加者の拡大



交流の活性化 15

IEWF-KJ (Pusan)
March 2024

TI-FRISフェロー間の交流

⚫ Hub MeetingやRetreatを契機としたTI-FRISフェロー間の自主交流

⚫ 2021年～：「北東北会」、情報交換・研究交流会、研究打ち合わせ、研究室見
学、研究会共催などの実地交流の活発化

⚫ 2024年～：TI-FRISフェロー企画の国際ワークショップ「Interdisciplinary
Exchange Workshop for Future (IEWF)」の開催

✓ 参画機関以外からの参加、普及・展開に寄与（コーディネーターによる事業紹介）

✓ 2025年のIEWF-AAC（岩手大学にて開催）には10か国120名が参加

✓ 研究者ネットワークの拡大、フェローの国際的リーダシップ

IEWF-ThJ (Bangkok, Chiang Mai)
May 2024

IEWF-TwJ (Hsinchu)
January 2025

IEWF-AAC (Iwate) October 2025
Chaired by Prof. Takahashi
(Iwate U., TI-FRIS Senior Fellow)

→
発展



学際融合研究支援 16

樹脂基板上⾦属/有機半導体の光

学応答と⾼感度センサ応用

関根智仁（山形大学）、
大⾳隆男（山形大学）

学際融合研究支援
⚫ 研究費支援：1件あたり上限50万円（各年）、2年間

⚫ TI-FRISフェローが持つシーズを利用

⚫ フェロー間交流から⾼インパクトな学際融合研究への発展

⚫ 11月募集、1月採択決定、翌年4月から実施

⚫ 共著論文出版（プレスリリース→報道有）、国際WS開催などの成果

水熱抽出⽊質リグニンの電極用キ

ノン類への水熱変換

中安祐太 （東北大学）、
Lam Pui Ying（秋田大学）

令和6年度:

有機・無機廃棄物への超臨界水熱

処理による電極触媒材料の開発

中安祐太（東北大学）、芳賀一寿（秋
田大学）、阿部博弥（東北大学）

DNAアプタマーと標的分子間相

互作用の解析による次世代生体分
子センサの開発

Yuanyuan Guo（東北大学）、馬渕拓
哉（東北大学）

令和4年度：
被ばく医療教育に関するバーチャ

ルリアリティ教材の教育効果

野村理（弘前大学）、田副博文（弘前
大学）

令和5年度：

放射線誘起蛍光体を用いたプラズ

マ工学と放射線科学の融合研究

河野直樹（秋田大学）、高橋克幸（岩
手大学・シニアフェロー）

令和7年度：



PMからのメッセージ 17

TI-FRIS

⚫ 多様な交流、DEIの尊重

⚫ 人材育成プログラムの開発と検証

⚫ 異分野交流

⚫ 国際共同研究

⚫ 研究の社会インパクト

⚫ 機会を活用して欲しい

⚫ フェローの意見を反映

学際性

社会性

国際性

異分野の研究者と
学際研究を展開できる力

世界の研究者と切磋琢磨して
研究を推進できる力

社会と連携して
研究成果を社会に活かせる力

東北地域
７大学の強み
ダイバーシティ

挑戦的
創造の場

・資源・リサイクル
・少子高齢化
・超高密度磁気記録

・自然環境と食
・被ばく医療

・農工連携

・獣医学
・防災街づくり

・材料科学

・スピントロニクス
・未来型医療
・災害科学

・有機エレクトロニクス
・ソフトマテリアル
・分子疫学
・ナスカ研究所

・震災原発廃炉
・社会学

・教育学

                        （カナダ）
                  スイス 

国立天文台水沢    観測所

              （ニュージーラン
ド）
世界保健機関（   ）

                  （  ）

福島県立医科大学

              （米国）

国立長寿医療研究センター

                  （カナダ）
                   （米国）

富士電機株式会社
インタープロテイン株式会社

弘前大学

岩手大学

秋田大学

山形大学

東北大学

福島大学

宮城教育大学
株式会社村田製作所

石油資源開発株式会社

三菱ケミカル株式会社

株式会社リンナイ



東北大学若手研究者育成システム （FRIS）東北大学学際科学フロンティア研究所（FRIS） 18

国際公募
全領域任期付き助教採用
求める人材像：a
世界トップレベル学際研究を推
進し、新しい学問分野を開拓しよ
うとする意欲のある研究者

世界トップレベル学際研究
新規研究分野開拓

学際研テニュアトラック制度
（採用後3-5年後にテニュア審査）
・国際卓越准教授（任期なし）

独立研究環境
世界トップレベル研究推進
・スタートアップ研究費1,000万円
（2026年以降採用の卓越助教）
・研究費（1,250万円/7年間）
・補助職員雇用経費（100万円/年）
・国際共同研究費（100万円/年）
・研究スペース経費（100万円/年）

メンター制度
PI育成サポート
メンター部局の教授・准教授から
研究スペース提供とアドバイス

異分野研究者交流
学際研究の推進
セミナー（毎月）、合宿（毎年）

50名規模の全領域若手研究者による世界トップレベル学際研究の推進と新規学問分野の開拓

Nature, Science, Cell
掲載論文

8編

単著書籍
10編

2025年5月現在

TI-FRIS事務局 / 各種イベントの合同開催

東北大学ディスティング
イッシュトリサーチャー

11名

東北大学プロミネント
リサーチフェロー

65名

文部科学大臣表彰
若手科学者賞

19名

戦略的創造研究推進事業
（さきがけ）

13名

創発的研究支援事業
9名

理学研究科
工学研究科 生命科学研究科

文学研究科

医学系研究科

電気通信研究所

連 携

任期付き助教

独立研究環境

研究エフォート

メンターとの共同研究

メンター

（教授・准教授）

アドバイス

研究スペース
メンター部局

50名規模の

EMCRが所属

分野横断型研究環境
FRIS CoRE

学際融合グローバル研究者
育成東北イニシアティブ

TI-FRIS

学際科学フロンティア研究所
物質材料・エネルギー 生命・環境 情報・システム

デバイス・テクノロジー 人間・社会 先端基礎科学

他17部局

国際研究活動支援

FRIS日韓交流プロジェクト

福島大学

 田大学

  大学

岩手大学

  大学   教育大学

東北大学



第7期（令和8年度採用）TI-FRISフェロー募集

TI-FRISフェロー（育成対象者）の選考

各参画大学

予備選考（3～4月）

教員評価委員会

最終選考（5～6月）
⚫ 各大学からの応募者全員を対象として選考

プログラム運営委員会

TI-FRISフェロー決定（6月）→ →

※ 予備選考については各参画大学事務にお問い合わせください。

14名* 5名*
*令和7年度実績

19
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